
奨学団体名

学内選考 あり

給付/貸与 給付

支給金額/貸与金額

奨学金として、次の(1)(2)に掲げる額を支給します。

(1) 次のア又はイに掲げる額のいずれか（希望する内容を採用時に選択することができ
　　ます）
　　ア 奨学期間を通じて月額８万円
　　イ 学校納付金として、奨学期間内に合計250万円以内の実費
　　学校納付金には、入学金、授業料、施設費、実験研究費等の名目で大学に対して半期
　　または１年毎に納付する費用を含みます。
(2) 海外での研究活動支援のための奨学金として、奨学期間内に合計50万円以内の実費
　　海外研究活動支援は、奨学生が将来国際舞台で活躍することを期待して、在学中の
　　海外での研究活動を支援するために設けられた項目です。支援の対象は、海外で開催
　　される国際学会への参加、海外の大学への短期留学、海外で実施される研修への参加
　　及びその他当会が認める活動で、交通費、宿泊費、学会参加登録費等の費用を補助
　　します。

支給期間/貸与期間 大学院修士課程(博士前期課程)または一貫制博士課程に入学した月から２年以内とします。

採用人数 岡大推薦枠１名　全国15名　

対象学生の課程・学年 自然科学系分野（工学、農学、医学等の応用科学の分野を含みます。）

対象学生等応募資格

次に掲げる要件をすべて満たす方とします。

・日本国籍を有する方。
・2026年４月１日現在において、27歳未満である方。
・2026年４月１日現在において、当会の指定する大学(推薦依頼校)の学部４年次に在学
　中の方。
・2026年秋季または2027年春季に大学院修士課程(標準修業年限が２年で、修了者に
　修士の学位が授与される課程。博士前期課程を含む。)、または一貫制博士課程に入学
　を希望する方。
・進学先において日本の大学院の学籍を有し、自然科学系分野を専攻する方。
※なお、以下の点にご留意ください。
・進学先大学院は在学中の大学と異なっても構いません。また、国公立、私立の別を問い
　ません。
・家計基準（世帯の家計支持者ならびに本人及び配偶者の収入による応募制限等）はあり
　ません。
・他団体奨学金との併給の可否についてはHPの募集要項をご覧ください

指導教員の推薦書 要

他奨学団体との重複 可　※条件があります。財団のHPで確認してください。
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各種奨学団体奨学生 募集一覧表（大学を経由して申請する奨学金）の詳細



申請書類について

※１．２．の両方を揃えて提出してください。

１．奨学財団の申請書類

　　吉田育英会ホームページから様式をダウンロードしてパソコンで作成し、
　　自署欄に肉筆で署名・捺印のうえ提出してください。
　　①願書（第１号様式Ｇ）※写真の貼付欄がありますのでご留意ください。
　　②推薦書（学部における主指導教官によるもの）（第２号様式Ｇ）
　　③成績証明書（学部１～３年。高等専門学校からの編入者の場合、高等専門学校に
　　　おいて相当する年度のものを含む）

２．学内選考の申請書類（本学HPから印刷すること）
　　①選考調書（岡山大学選考用）
　　②収入に関する証明書（父母がいる場合は父母両方、ひとり親の場合は一人分、
　　　父母がどちらもいない場合は父母に代わって生計を支えている方のもの。
　　　①の裏面を確認。）
　　③単身赴任実費計算書（必要に応じて提出）
　　④長期療法費計算書（必要に応じて提出）

提出期限 2026年4月28日（火）17時必着

提出先 岡山大学学務部学生支援課奨学金担当　一般教育棟A棟２階 ６B窓口

問い合わせ先
岡山大学学務部学生支援課奨学金担当　　shogaku@adm.okayama-u.ac.jp

※　学生支援課窓口　または　学生番号、氏名を明記の上、mailにて問い合わせしてくださ
い。

備考 ※本学から推薦した学生にのみ、５月１０日頃までに岡大Gmailに連絡します。

https://www.ysf.or.jp/scholarship/visitor/internal/m21_guideline.html

https://www.ysf.or.jp/scholarship/visitor/internal/m21_guideline.html

